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お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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相談事例・業務紹介 けいはんな分室から

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター けいはんな分室　TEL：0774-95-5027  FAX：0774-98-2202  E-mail：keihanna@mtc.pref.kyoto.lg.jp

 けいはんなでの活動事例の紹介
　昨年７月２５日に「けいはんなプラザ」で開催された「第
９回けいはんなビジネスメッセ」では、当センターの３Ｄプ
リンターを持ち込み、センターのＰＲをしました。けいはん
な分室には分析機器・測定機器はありませんが、相談や
機器使用予約などで地元企業様と当センターとの中継
ぎ役が出来ればと思っており、気軽に相談していただけ
るよう努めております。
　なお、当センターで開催されるセミナーが、けいはん
なプラザでも視聴できるように同時配信されております
ので、京都市内にまで行かなくても気軽に受講できるこ
ととなっており、その際にはけいはんな分室にも寄って
いただければと思います。
　また、「京都実装技術研究会」や「京都大学宇治キャン

京都府中小企業技術センターけいはんな分室は、京都府南部の精華町の「けいはんなプラザ３階」に事務所を構えてい
ます。（公財）京都産業21のけいはんな支所や(公財)関西文化学術研究都市推進機構と同じフロアにあり、関係機関と
連携を取りながら、より新鮮な情報を地元の企業様に発信できるように、日々取り組んでおります。
また、「京都実装技術研究会」や「京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会」の事務局としてセミナーや施設見学
を企画しており、具体的な活動については、京都府中小企業技術センターのホームページをご覧ください。

けいはんな分室における取り組みの紹介
材料加工、材料（新素材、金属、樹脂、窯業など）に関する機能評価（材料の強度・硬さ・耐久性、元素組成、形状状態、内
部欠陥等）の技術相談、依頼試験・機器貸付及び研究等の支援を行っています。

材料・機能評価担当の業務を紹介します

実際に３Ｄプリンターを動かしながら解説 けいはんなプラザ全体図

パス産学交流企業連絡会」の事務局として、会員同士や
会員と大学の先生など専門家の方との顔が見える関係
を築けるよう、ホットな話題についてのセミナーや施設
見学などを企画するように努めております。今年度は、
JAXAの職員による講演や川崎重工業㈱ロボットビジネ
スセンターの見学を実施して好評を得たところです。ま
た、京都大学宇治キャンパスにある宇治おうばくプラザ
きはだホールにおいて産学交流会を開催しました。　
　けいはんな分室の職員は、産産連携や産学連携がで
きるように企業様や大学などを訪問していますので、お
忙しくされているとは思いますが、訪問をお願いをさせ
ていただくことがあるかもしれませんが、その際はよろし
くお願いいたします。

金属や樹脂などの工業材料は、自動車、携帯電話など､様々な電化製品や設備の中の構
成部品として多く用いられていますが､製造過程や使用・管理上の問題で使用中に割れ・
破損等の不具合が発生することがあります。この破損原因を調べ、壊れにくくするための
有効な対策を講じるために、様々な試験（強度、形状、硬さ、分析）を実施しています。

 相談事例１（強度試験、金属組織観察）
　器具を固定しているボルトが使用中に破断する事例が発生し、
原因調査の相談がありました。
　ボルト破面の目視および電子顕微鏡観察から疲労破壊であるこ
とが認められ、念のため引張強さを試験したところ規格値より若干
低い数値でした。
　そこで、金属組織観察をしたところ表面に炭素の少ない層（脱
炭層）が見られました。ボルト製造時の熱処理雰囲気が不適切で
脱炭を起こし、ボルトの疲労強度が低下していた事が原因とわか
りました。

 相談事例３（微小部の硬さ試験）
　電化製品の構成部品の一つに不具合が発生しました。部品は半
導体素子で、サイズが小さく、構成膜も多層で薄い素子の特性を
評価する方法について相談がありました。素子の構成膜（パシベー
ション膜）の成膜条件を変えた後の不具合発生のため、素子特性と
して、ナノインデンテーター試験機で微小部の硬さを調べました。
不具合品と良品で硬さが異なる（良品＞不具合品）ことがわかり、
薄膜の成膜条件を変えたことによる膜組成の違いで、硬さが異
なった可能性があることがわかりました。

 相談事例２（元素分析）
　パッケージ内箱印刷表面に断続的なスジ状汚れがある旨クレー
ムがあり相談を受けました。
　汚れの原因を調べるために、汚れの構成元素を電子線マイクロ
アナライザー(EPMA)で分析しました。分析の結果、印刷・打抜工
程で使用された素材元素は観測されず、印刷・打抜工程以外で発
生していることがわかりました。別工程へ観測範囲を広げたとこ
ろ、内箱の梱包作業中に付いた可能性があることがわかりました。 成膜条件の異なる膜の微小部の硬さ測定結果

技術相談や依頼試験、機器の利用については、随時受け付けています。材料・機能評価担当では、機能性表面材料や環境に優しい材料の研究の
他、DLC製膜技術研究会、ものづくり基盤技術セミナー、京都陶磁器釉薬セミナーを開催し、ものづくり技術、新材料、セラミックス材料の最新動
向や注目の技術について情報提供を行っています。

※平成２６年度に、促進性耐候性試験機、疲労試験機、グロー放電発光分析装置が新規導入されます。

主な適用機器

定型材料の品質確認
壊れる部品の破損要因解析
技術の改善・改良

破損状態

品質

【出展のお知らせ】
2月４、５日開催の「関西学研都市ビジネスマッチング2015」（けいはんなプラザ）及び2月18、19日同時開催の「京都ビ
ジネス交流フェア2015」と「京都産学公連携フォーラム2015」（京都パルスプラザ）にてブース出展いたします。特に
産学公連携フォーラム2015のシーズ発表では、「絵画（日本画）用無鉛絵具について」と題し、世界で初めて絵画（日本
画）用無鉛絵具６系統（60色）の製品化に成功した事例をご紹介しますので、ぜひ皆様のご来場をお待ちしております。


